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住
民
基
本
台
帳
は
、
役
場
の

戸
籍
窓
ロ
で
の
住
民
票
写
の
発

行
の
ほ
か
、
選
挙
人
名
簿
の
作

成
や
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
な
ど
の
資
格
を
管
理
す
る
な

ど
、
町
が
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
基
礎
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の

お
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
情
報
化
社
会
の
中
で
、

住
民
負
担
の
軽
減
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
国
や
地
方
を
通

じ
た
行
政
改
革
を
す
す
め
て
い

く
う
え
で
、
行
政
の
高
度
情
報

化
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

住
民
墓
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は

　
今
回
、
住
民
基
本
台
帳
法
が

改
正
さ
れ
、
住
民
票
に
住
民
票

コ
ー
ド
（
番
号
）
が
加
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
住
民
票
コ
ー
ド
を

基
に
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で

も
、
各
種
の
行
政
事
務
の
手
続

き
に
必
要
な
本
人
確
認
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を

目
取
優
先
に

　
行
政
機
関
な
ど
へ
情
報
提
供

す
る
場
合
に
は
、
何
よ
り
も
個

人
情
報
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
の

保
護
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
か

ら
、
『
住
民
基
本
台
帳
法
』
に
明

確
に
そ
の
提
供
先
と
利
用
目
的

を
限
定
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
民
間
部
門
で
の
住

民
票
コ
ー
ド
の
利
用
は
法
律
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．
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　現在、行政機関への各種の申請や届出に、住所確認、生存確認などのため、住民票

写しなどの提示をお願いする場合があります。住民基本台帳事務がネットワーク化さ

ることで、本人確認情報を都道府県や指定情報処理機関において保有し、行政機関に

供できるようにすることにより、住民票の写しをとったり、証明を受けに行く負担が

くなります．
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住昆票の写しの取得
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指定情報処理機関

（総務大臣指定》 □
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　このシステムを運営するため、8月中旬頃に住民

票コード通知票を世帯毎にお送りします。通知され

た住民票コードは、今後、行政機関への届出・申請

の際に求められることがありますので、大切に保管

して下さい。

住民基本台帳ネットワークシステムのイメージ図

住民票コードについて

・平成14年8月5日以降、個人ごとの住民票に新たに住民票コードが記載されます。

・住民票コードは無作為の番号です。

・住民基本台帳ネットワークシステムから行政機関へ提供する本人確認情報は、法律により4情報

　（氏名・生年月日・性別・住所）、住民票コードとこれらの変更情報に限定され、また、行政機関

　の利用できる事務についても、法律で具体的に規定されています．

・住民票コードを民間が使用することは、法律で禁止されています．

・住民票コードは、本人の申し出により変更できます．（詳しくは役場住民課へお問い合わせ下さい。）
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　全国どこの市町村でも、住民基本台帳カードなどを市町村の

窓口で提示することによって、本人や世帯の住民票の写しの交

付が受けられるようになります．また、転出証明書に載せている

情報などを市町村問で送信することで、住民基本台帳カードを転

出先の市町村の窓口で提示することによって、引越の場合に窓

口に行くのを転入時1回だけですむようにすることができます．

引越の際の面倒な転入転出手続きが簡単になります。

　闘　　　　　　　－　　　　　　　　葡　　　　　　　÷戯　　　　　　　　ロ　　　ヂ　　　　　　　アド　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　マ　　　囲囲．難。
rなりず決しi簸出まなどの準蕉行為を防止できます。

全国どこの帝瞬村でも自分の佳罵票の写しがとれます。

　　　　　　◇

鎌匿瑠
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齢

　
水
は
、
私
た
ち
の
命
を
は
ぐ

く
む
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
毎
日
必
ず
使
う
も

の
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
で
お
い

し
い
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
．

　
そ
の
た
め
に
町
で
は
、
町
内

に
供
給
さ
れ
る
水
道
水
を
毎
月

水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
下
の
表
は
昨
年
7
月

に
行
っ
た
水
道
法
に
定
め
る
4
6

項
目
に
つ
い
て
検
査
を
行
っ
た

も
の
で
す
．
そ
の
結
果
、
す
べ

て
の
項
目
に
お
い
て
法
律
に
定

め
る
基
準
値
以
内
で
し
た
。

「
水
」
大
切
な

も
の
だ
か
ら
…

松代町簡易水道の水質検査結果
健康に関する項目（29項目）

分類 項　目　名 水質基準値 松代地区 峠地区 海老地区 伊沢地区 池之畑地区 滝沢地区

病
原
生
物

一　　般　　　細　　　菌 1認中100以下 O O O O O O
大　　腸　　菌　　群 検出されないこと 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない 検出されない

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　　ド　　ミ　　ウ　　ム O．01mg／C以下 0．OOlmg／C未満 0．001mg／C未満 O．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 0．OOlmg／C未満 O．001mg／9未満

水　　　　　　　　　　銀 0．0005mg／C以下 0．00005mg／C未満 O．OOOO5mg／C未満 0．OOOO5mg／C未満i O．OOOO5mg／9未満 0．00005mg／C未満1 O．00005m創9未満

セ　　　　　　レ　　　　　　ン O．01mg／C以下 0．OOlmg／C未満 0．OOlmg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．001mg／C未満 O．001mg／C未満 O．OOlmg／9未満

鉛 O．05mg／C以下 0．OOlmg／C 0．001mg／C未満 O．OOlmg／9未満 0．001mg／C未満 0．OOlmg／C 0．OO2mg／C未満

ヒ　　　　　　　　　素 0．01mg／9以下 O．001mg／C未満 O．OOlmg／9未満 O．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．OOlmg／9未満

六　　価　　ク　　ロ　　ム 0．05mg／C以下 O．005mg／9未満 0．005mg／9未満 0．005mg／C未満 0．OO5mg／C未満 O．005mg／9未満 O．005mg／C未満

シ　　　　　　ア　　　　　　ン 0．01mg／C以下 0．OOlmg／C未満 0．001mg／C未満 O．001mg／C未満 0．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．001mg／C未満

硝酸性窒素・亜硝酸性窒素 10mg／C以下 O．1mg／C未満 O．1mg／9未満 O．4mg／C 0．9mg／9 1．2mg／C 0．1mg／C未満

フ　　　　ツ　　　　素 O．8mg／C以下 0．08mg／C未満 O．08mg／9未満 O．08mg／9未満 O．12mg／C未満 O．08mg／C未満 O．09mg／C

一
般
有
機
化
学
物
質

四　　塩　　化　　炭　　素 O．OO2mg／C以下 0．0002mg／9未満 0．OOO2mg／C未満 0．0002mg／C未満 O．0002mg／C未満 0．OOO2mg／9未満 O．OOO2mg／9未満

1，2一ジクロロエタン O．OO4mg／C以下 0．0004mg／C未満 0．OOO4mg／9未満 0．0004mg／C未満 0．0004mg／C未満 0．0004mg／C未満 0．0004mg／9未満

1，1一ジクロロエチレン O．02mg／C以下 0．OO2mg／C未満 0．002mg／C未満 O．OO2mg／9未満 O．OO2mg／9未満 O．OO2mg／9未満 0．002mg／C未満

ジ　ク　ロ　ロ　メ　タ　ン 0．02mg／C以下 O．002mg／C未満 0．002mg／e未満 O．OO2mg／C未満 0．002mg／9未満 O．002mg／C未満 O．002mg／C未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mg／C以下 O．004mg／C未満 O．004mg／9未満 O．004mg／C未満 O．004mg／9未満 O．004mg／C未満 0．004mg／C未満

テトラクロロエチレン O．01mg／C以下 0．001mg／9未満 O．OOlmg／C未満 0．001mg／9未満 O．OOlmg／9未満 O．OOlmg／9未満 O．001mg／C未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006mg／C以下 O，0006mg／C未満 0．OOO6mg／9未満 0．OOO6mg／C未満 0．OOO6mg／C未満 O．OOO6mg／C未満 0．OOO6mg／C未満

トリクロロエチレン O．03mg／e以下 0．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 0．OOlmg／9未満 O．OOlmg／9未満 0．OOlmg／9未満 0．001mg／C未満

ベ　　　ン　　　ゼ　　　ン O．01mg／C以下 0．OO！mg／C未満 0．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 0．001mg／C未満 0．OOlmg／9未満 0．001mg／C未満

消
毒
副
生
成
物

ク　　ロ　ロ　ホ　ル　　ム O．06mg／C以下 0．055mg／C未満 0．037mg／C 0．001mg／C未満 0．008mg／C 0．002mg／9 0．OO5mg／C

ジブロモクロロメタン O．1mg／C以下 0．OOlmg／C未満 O．OOlmg／9未満 O．OOlmg／C未満 O．OO3mg／C 0．OO4mg／C O．OO3mg／9

ブロモジクロロメタン O．03mg／9以下 0．006mg／C O．004mg／9 0．OOlmg／9未満 O．OO4mg／C O．OO3mg／C未満 O．OO3mg／9未満

ブ　ロ　モ　ホ　ル　ム O．09mg／C以下 O．OOlmg／C未満 0．001mg／C未満 O．002mg／C O．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．001mg／C未満

総ト　リハロメ　タン 0．1mg／C以下 O．062mg／9 O．041mg／C O．OO2mg／9 O．015mg／C O。009mg／C O．011mg／9

農
薬

1，3一ジクロロブロペン O．OO2mg／C以下 0．0002mg／C未満 O．0002mg／e未満 0．OOO2mg／9未満 0．OOO2mg／C未満 0．0001mg／C未満 O．OOO2mg／C未満

シ　　　マ　　　ジ　　　ン O．OO3mg／C以下 O．0003mg／e未満 O．0003mg／C未満 0．OOO3mg／C未満 0．OOO3mg／C未満 0．OOO3mg／C未満 O．OOO3mg／C未満

チ　　　ウ　　　ラ　　　ム 0．OO6mg／C以下 0．OOO6mg／C未満 0．0006mg／C未満 O．0006mg／C未満 O．0006mg／C未満 O．OOO6mg／C未満 O．OOO6mg／C未満

チ　オベ　ンカ　ルブ O．02mg／9以下 O．OO2mg／C未満 0．OO2mg／9未満 0．OO2mg／C未満 0．002mg／C未満 0．002mg／C未満 O．OO2mg／C未満

水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

分類 項　目　名 水質基準値 松代地区 峠地区 海老地区 伊沢地区 池之畑地区 滝沢地区

色

亜　　　　　　　　　　鉛 1．Omg／C以下 O．16mg／C O．！3mg／C 0．01mg／9未満 O．01mg／e未満 O．01mg／C未満 O．01mg／9

鉄 O．3mg／9以下 O．04mg／C 0．10mg／C 0．03mg／C未満 O．03mg／9未満 0．05mg／C O．03mg／9未満

銅 1．Omg／C以下 O．01mg／9未満 0．01mg／C未満 0．0！mg／C未満 O．01mg／C未満 0．01mg／C O．02mg／C

マ　　　ン　　　ガ　　　ン 0．05mg／C以下 O．005mg／C未満 O．005mg／C未満 O．005mg／e未満 O．005mg／C未満 O．005mg／9未満 O．005mg／C未満

味
　
覚

ナ　　ト　　リ　　ウ　　ム 200mg／C以下 17．Omg／C 11．Omg／e 5．Omg／C 13．Omg／C 9．Omg／9 11．Omg／9

塩　　素　　イ　　オ　　ン 200mg／C以下 14．Omg／C ！2．Omg／C 5．Omg／9 9．Omg／C 9．Omg／C 13．Omg／C

カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mg／C以下 29．Omg／C 25mg／C 19mg／C未満 130mg／C 35mg／9 72mg／C

蒸　　発　　残　　留　　物 500mg／9以下 75mg／C 81mg／C 51mg／C未満 219mg／9 101mg／C 145mg／9

有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10mg／e以下 2．3mg／9 1．7mg／C O．2mg／C未満 0．5mg／C O．2mg／C未満 0．2mg／9未満

に
お
い

1，　1，　1一トリクロロエタン O．3mg／C以下 O．001mg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．OOlmg／C未満 O．OOlmg／C未満 0．OOlmg／C未満 O．001mg／9未満

フ　ェ　ノ　ー　ル　類 0．OO5mg／C以下 0．005mg／9未満 O．005mg／C未満 0．005mg／e未満 0．005mg／C未満 O．005mg／C未満 O．OO5mg／C未満

発泡 陰イオン界面活性剤 O．2mg／C以下 O．02mg／C未満 O．02mg／C未満 O．02mg／9未満 0．02mg／C未満 0．02mg／C未満 O．02mg／C未満

基
礎
的
性
状

P　　　　H　　　　値 5．8以上8．6以下 7．4 7．1 7．4 7．4 7．2 7．2

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭　　　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色　　　　　　　　　度 5度以下 1度未満 1度未満 1度未満 1度未満 1度未満 1度未満

濁　　　　　　　　　度 2度以下 O．1度未満 0，1度未満 0．1度未満 O．1度未満 O．1度未満 O．1度未満
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轟ぜ伽墜⑳曝稽轡器勢趨纏繍瞭鵯
松代・太平地区の

公共下水道利用可能地域

　　　（平成14年6月末現在）

　
　
　
　
　
　
　
　
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
虐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮
謬

難
礁
雛
襲
麟鷺 　

鷺

醐
鞭
鋤

　羅
　　甥雛

　　耀轍　　　隻
　4鱒　　　　　＿＿饗黄窪耀盤講萄
　鱒　　　　　蠕一一顧幽繕鱗鵜　、

　　講螺驚
　　　　　誘　訟飛

騨
御　　　　　　→

蒙平

騨ボ

驚雛欝蘇

響
翠
餐
潔

難難

馨

漁鯛鱒

公共下水道が利用できる区域

（一部利用できない区域も含む）

至上餓
千年

松輿区・太平地区・室野地区では下水道処理区域が広がり、下水道をご利用し・ただける世帯が増えていま

す。そ』で、下水道のご利用について基本的な事項をお知らせいたします。

蕪
、 融欝欝講麹欝の墓蒸麓懸麟頓儲購螺購馳選慧鍵懸麹蟹謎鐸覇調嫉鶏齢

①下水道で処理を行うのは冶所・風呂場・洗面所・洗濯水・トイレから出る汚水だけです．池の水や、雨水

　などは流し込みできません。また、水洗トイレでなければご利用になれません。

②婆●毛髪●糸屑など・下水道の管を詰まらせるおそれのある汚水を大量に排出する店舗・事業所が下水道を

一利用いただくためには・それらを除去するための阻集器（グリストラップ等）を設置する必要があります．

難鱒処理施設までの下水道建設費の一音，　　命

を・加入者から受益者分担金としてご負担していただき　　　　　　　　　、　艀

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
分担金は、一般住宅が26万円、事業所（店舗兼用住宅　　！　欝轍．　　・ンホール

も含む）は、業務内容や面積などにより異なりますので、

建設課下水道係までお問い合わせ下さい．

雛・謹讐顕盛饗蕪蒙薪織の謝類慧遜灘難題烈轡嬢鐵撫鎌

　宅内工事と公共ますまでの接続工事は受益者分担金と

は別に・加入者がそれぞれの排水設備指定工事店へ工事

を発注し工事費を負担します。

　なお・この接続工事は、町が指定する排水設備指定工

事店以外では行えません．詳しくは、広報まつだい6月

号（8ぺ一ジ）に掲載の町指定工事店名をご覧ください。

　また・工事を行う場合、申請書や届出書の提出が必要

ですが・指定工事店が代行して手続きを行っています。

ただし、「受益者申告書」については代行を行わない業者

もありますので、工事を依頼する前にご確認ください。

　　自宅倒麟翻から公共ますまで　　公共ますから下水処理施設まで
　　（加入者が、工事を発注、工事費を　（加入者が下水道建設費の一部を受

　　負担します。）　　　　　　　　　益者分担金として負担します。）

葬．薫螺韓鐵鰯難総爲額灘

基本料金に使用料金を加えた金額が使用料になります。

　　　　　　　　　　　　管　きょ

　
　
管
　
　
、
齢

築
》

鳴
　
　
す

｝
”
臆

　
　
　
儲

　
　
　
便
器

　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
設

　
　
洗
面
流
し
水

　
　
　
　
　
　
排

F
台
所
流
し

基本料金 使用料金

一般家庭 2000円 家族1人につき500円

事業所等 2000円
水道使用料×150円／㎡
（10㎡控除となります。）

＊使用料については、別途消費税が加えられます。
＊なお・お支払いは金融機関からの口座振替をお願いしてます．

5



　
「
毎
日
忙
し
い
で
す
。
こ
う

し
て
み
ん
な
で
顔
を
合
わ
せ
な

が
ら
作
業
す
る
の
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
」
和
や
か
な
会
話
と

絶
え
な
い
笑
い
声
の
な
か
で
、

熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
し
ぶ
み
の
家
」
は
、
松
代
町

と
松
之
山
町
の
心
身
な
ど
に
障

害
を
も
つ
人
た
ち
が
、
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
と
自
立
を
目
指
す

施
設
と
し
て
平
成
1
2
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
家
で
は
月
曜
か

ら
金
曜
ま
で
の
毎
日
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
利
用
し
た
小
物
や
布
・
ワ

ラ
ぞ
う
り
な
ど
の
製
作
と
工
芸

品
に
使
う
稲
穂
飾
り
な
ど
の
加

工
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
製
作
す
る

しぶみの家で製作している製品

の
は
、
自
分

た
ち
で
考
え

た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
も
多

く
、
こ
の
季

節
特
に
人
気

が
あ
る
の
は

「
ヨ
モ
ギ
ま

く
ら
」
で
す
．

摘
み
取
っ
た

ヨ
モ
ギ
を
天

日
で
乾
燥
さ

せ
、
臼
で
つ

　
　
　
　
　
　

　
　

塑声嚢購齢縢轍、

い
た
り
手
揉
み
し
な
が
ら
、
綿

の
よ
う
に
柔
ら
か
く
し
布
の
袋

に
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
色
和
紙
を

使
っ
た
箸
置
や
つ
ま
楊
枝
入
れ

な
ど
は
色
鮮
や
か
に
仕
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
品
数
も
豊
富
で
す
。

　
製
品
は
両
町
の
旅
館
や
お
店

な
ど
で
の
販
売
が
主
で
す
が
、

町
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
出
店
し
て
、
自
ら
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
．

　
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
現

在
2
4
名
。
3
人
の
指
導
員
と
家

族
や
民
生
委
員
、
ま
た
一
般
の

人
た
ち
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
作
業
の
お
手
伝

い
を
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。

松
之
山
中
学
校
の
生
徒

が
交
流
訪
問

　
5
月
30
日
、
松
之
山
中
学
校

3
年
生
の
生
徒
9
人
が
し
ぶ
み

の
家
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
目
、
手
作
り
の
名
刺
を

そ
れ
ぞ
れ
に
交
換
し
な
が
ら
元

気
に
あ
い
さ
つ
し
、
昔
話
や
地

域
の
こ
と
な
ど
に
会
話
が
は
ず

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

も
一
緒
に
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
に
挑
戦
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
．

　
こ
の
日
訪
れ
た
生
徒
の
佐
藤

友
美
さ
ん
は
「
し
ぶ
み
の
家
で

は
い
ろ
い
ろ
な
作

業
を
し
て
い
る
の

で
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
私
た
ち
に

は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
み
な
さ
ん
上
手

に
作
っ
て
い
る
な

と
思
い
ま
し
た
．
親

切
に
教
え
て
く
れ

て
う
れ
し
い
で
す
」

と
楽
し
そ
う
で
し

た
。
　
し
ぶ
み
の
家
を

運
営
す
る
、
し
ぶ
み

地
域
障
害
者
連
絡

叢
蝋
雌
勲
ー
ー
ー

溜
ね
ヤ
　
ヤ獅7

協
議
会
の
室
岡
徳
松
会
長
は
「
い

ま
ま
で
自
宅
で
の
生
活
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
こ
の
家
が
設

立
さ
れ
て
、
地
域
と
の
交
わ
り

や
団
体
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
毎
日
来
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
し
ぶ
み
の
家
で
は
1
0

月
に
世
田
谷
区
で
行
わ
れ
る
お

祭
で
の
出
店
に
向
け
て
、
製
品

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
．

（
商
品
の
お
求
め
や
作
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
し
ぶ
み
の
家
皿
7
1

3
5
1
6
ま
で
）

　　　　　　　ゆな　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ず

松之山中学校の生徒とともにヨモギつき
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地域の民話を語り継ぐ

『民話三九郎狐』で地域の活性化

　　　　　（田野倉明日葉会）

　
田
野
倉
明
日
葉
会
（
代
表
池
田
勝
則

さ
ん
）
は
、
こ
の
ほ
ど
「
民
話
三
九
郎

狐
」
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
取
組

を
、
第
n
回
地
域
活
性
化
大
賞
に
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
最
終
審
査
会
へ
の
出
場

資
格
を
得
ま
し
た
．

　
田
野
倉
集
落
で
は
、
か
つ
て
集
落
に

あ
っ
た
北
山
小
学
校
の
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
の
学
校
行
事
を
、
集
落
上
げ
て

取
り
組
む
こ
と
で
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
五
年
の
閉
校
を
う

け
て
、
集
落
が
寂
し
く
な
り
か
け
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
集
落
内
の
壮
年
者

た
ち
が
集
落
の
活
性
化
の
た
め
に
「
田

野
倉
明
日
葉
会
」
を
設
立
し
た
こ
と
が
、

現
在
の
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
田
野
倉
明
日
葉
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現

在
2
5
名
．
そ
の
主
な
取
組
は
、
昔
か
ら

田
野
倉
に
語
り
継
が
れ
た
民
話
の
本
と

C
D
の
制
作
や
三
九
郎
狐
の
看
板
設
置

な
ど
、
民
話
を
題
材
に
し
た
活
動
が
主

で
、
民
話
集
や
C
D
は
語
り
継
が
れ
て

制作したCD

い
る
語
句
や
方
言
を
保
存
す
る
た
め
、

会
員
た
ち
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
収
録
・

編
集
し
て
い
ま
す
．

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
毎
年
越
後
ま
つ
だ

い
冬
の
陣
で
手
作
り
神
輿
「
三
九
郎
狐
」

シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
出
場
し
て
い
ま

す
．
今
で
は
狐
が
と
り
も
つ
縁
で
、
「
狐

の
夜
祭
」
を
行
う
高
柳
町
と
の
交
流
が

は
じ
ま
り
、
冬
の
陣
の
神
輿
担
ぎ
の
応

援
に
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
の
最
終
審
査
会
は
、
5
月
2
6
日

村
上
市
で
開
催
さ
れ
、
惜
し
く
も
大
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、
審
査
員
か
ら
伝
統

引
継
ぐ
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
活
動
の

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
私
え
ち
が
子
供
の
頃
、
三
九
郎
狐
の

話
を
親
や
年
寄
り
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら

う
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
し
た
」
と

話
す
池
田
さ
ん
．
「
こ
れ
か
ら
は
会
の
仲

間
と
民
話
の
語
り
を
と
お
し
て
、
地
域

伝
統
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
．

お馴染みの化粧で最終審査会に挑

む田野倉明日葉会メンバー

K“1里創プラン通信1×個IKll…llNl‘・・0ゆ×1⊂…鱒×“…噂H“lq，1×⊂藍…ルK‘II・・，IX｛剛Xll…，IXll…，1×11…ll×11…llXl圃XlI…llKl‘・9，llH｛1…，IXl‘…llNl‘…，1×ll…，，H〔‘・．，｝，HI‘、．，｝，×⊂1・．，，，H⊂1，．，，，×⊂⊂，．，，，×⊂‘，．，量，N⊂‘・．，，，×⊂‘，．，，，N⊂⊂，．，，》×｛1…，》NII…，｝×⊂‘、．，1，N｛1…，｝H｛1…，》x｛1。．，1，×｛1…，｝×｛1…，｝×‘1，．，，｝H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

雪国独特の建築文化を雪国農耕文化村センターに活かす

剛さん美術家小沢

を
持
ち
、
当
初
そ
の

骨
材
が
ほ
く
ほ
く

線
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
使
っ
て
い
た

支
保
工
用
の
廃
材

で
作
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
目
を
付
け

て
、
ほ
く
ほ
く
線
と

雪
国
を
象
徴
付
け

た
、
松
代
町
独
特
の

作
品
に
仕
上
げ
よ

う
と
構
想
作
り
を

し
て
い
ま
す
．

　
作
品
づ
く
り
に

　
現
在
、
ま
つ
だ
い
駅
南
側
に

建
設
中
の
雪
国
農
耕
文
化
村
セ

ン
タ
ー
に
併
設
す
る
農
機
具
小

屋
に
美
術
的
価
値
を
加
え
る
た

め
活
動
を
し
て
い
る
小
沢
剛
さ

ん
。
昨
年
、
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
た
「
横
浜
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
（
三
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
美
術
展
覧
会
）
」
で
も
、
大

が
か
り
な
作
品
で
人
気
を
集
め

ま
し
た
。

　
東
京
生
ま
れ
の
小
沢
さ
ん
は
、

都
会
や
海
外
で
の
活
動
が
多
く
、

昨
年
の
暮
に
初
め
て
松
代
町
に

訪
れ
ま
し
た
．
雪
の
多
さ
に
驚

い
た
小
沢
さ
ん
は
、
町
で
よ
く

見
か
け
る
耐
雪
型
倉
庫
（
ア
ー

チ
型
倉
庫
）
に
興
味

　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
翻

驚欝講撃騨肇
　　　　　　　　　　　ゼ　1
　　　　　　　　　　　　！

　　　　撫器畿

あ
た
り
小
沢
さ
ん
は
松
代
で
資

料
収
集
や
調
査
を
行
い
「
今
回

の
調
査
で
ア
ー
チ
型
倉
庫
を
め

ぐ
っ
て
様
々
な
観
察
や
考
察
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
例
外
的

な
使
い
方
も
あ
る
こ
と
も
知
り

ま
し
た
．
町
の
新
し
い
シ
ン
ボ

ル
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
」

と
構
想
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
．

　
町
に
あ
る
見
慣
れ
た
も
の
を

違
っ
た
角
度
で
見
て
み
る
こ
と
．

そ
こ
に
芸
術
性
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
沢
さ
ん
は
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
作
品
の
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
．

．
．
麟
．

2001年　ロサンゼルス近代美術館のパブリックオファー

リング展に出品した「JIZOING」
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礁
糠
醸
灘
鎌
虜
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
に
つ
れ
、
山
村
の
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
が
損
な
わ
れ
、
そ
の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

ロ
『
”

．
灘
　
　
　
　
3
年
に
な
り
ま
す
。

灘
、
盤
難
今
回
は
、
撃
度
の
取
り
組
み
を
交
え
て
、

灘馨難蝿

鍾藷簾り

取
り
組
み
の
状
況

　
町
の
直
接
支
払
制
度
の
面
積

加入率（％）

　84．9
（対象者数985名）

加入者数団地数個別協定数集落協定数

836名204O34

象
率
）

　
地
％

対
農
（

農
面
計
）

象
　
合
㎞

対
地
積
（

対象農地（耕地）面積（ha）

畑：8．2田：700．8

65．6709．0

緩傾斜

　6．5

急傾斜

1．7

緩傾斜

35．9

小・不形

　3．9

急傾斜

661．0

総耕地面
積（ha）

農林統計より

松代町の直接支払制度への取り組み状況

1，080

　表1

は
、
制
度
の
は
じ
ま
っ
た
1
2
年

度
に
は
田
畑
を
合
わ
せ
て
7
0

3
診
が
該
当
し
ま
し
た
．
そ
し

て
1
3
年
度
は
7
0
9
診
（
表
1
）

で
し
た
。
制
度
に
取
り
組
む
農

家
数
も
増
え
て
、
8
3
1
戸
か

ら
8
3
6
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
取
り
組
ん
だ
農
地
に
対

し
て
町
が
支
払
っ
た
交
付
金
の

額
は
平
成
12
年
度
に
は
1
億
4

千
1
2
3
万
円
、
ま
た
、
昨
年

の
1
3
年
度
に
は
1
億
4
千
2
4

2
万
円
（
表
2
）
で
し
た
。

　
交
付
金
は
直
接
農
地
を
管
理

す
る
人
に
支
払
わ
れ
ま
す
．
あ

わ
せ
て
、
こ
の
交
付
金
を
共
同

利
用
に
使
う
こ
と
も
制
度
の
大

き
な
特
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
で
は
、
交
付
さ
れ
た
額
を

地
区
で
計
画
を
立
て
、
地
区
の

表2　平成13年度地区別の交付金の額と面積

地区 交付金　円 面積　㎡

松代 5，497，416 265，301

小荒戸 785，169 37，389

太平 2，948，116 164，304

菅刈 1，547，567 76，181

田沢 697，596 35，076

小屋丸 719，649 34，269

池之畑 1，737，686 88，670

下山 3，706，468 178，667

千年 4，035，149 214，128

池尻 2，226，495 131，992

会沢 1，827，651 87，031

清水 1，955，178 104，046

桐山 517，482 24，642

蓬平 10，413，912 509，896

東山 1，456，521 71，389

海老 2，180，619 109，910

犬伏 7，514，069 358，305

孟地 2，974，671 141，651

片桐山 1，703，691 87，234

滝沢 1，989，823 109，863

中子・苧島 4，722，996 234，874

田野倉 4，856，166 231，246

仙納 2，260，230 107，630

莇平 3，759，665 179，955

寺田 2，762，508 13！，548

名平 4，298，314 210，258

蒲生 6，149，488 338，828

儀明 11，769，928 568，360

福島・奈良立 3，908，690 219，548

室野 11，581，874 573，910

竹所 2，246，769 106，989

峠 22，199，048 1，095，154

木和田原 4，231，668 202，753

中平 ！，241，394 59，114

合
意
を
得
て
共
同
利
用
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
集

落
協
定
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
集
落
協
定
に

基
づ
い
た
共
同
活
動
費
用
の
割

合
の
基
準
を
決
め
て
、
制
度
の

推
進
を
し
て
い
ま
す
．
割
合
の

基
準
は
、
受
け
取
る
交
付
金
に

つ
い
て
平
成
12
と
1
3
年
度
は
2
5

暫
、
今
年
1
4
年
度
は
35
響
、
平
成

15
年
に
は
4
0
響
、
そ
し
て
平
成
1
6

年
に
は
50
新
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
集
落
の
取
り
組
み
は
表
3
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
で
は
高
い
山
地
で
放

牧
す
る
酪
農
家
が
生
産
す
る
牛

乳
に
は
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。
標
高
が
高
い
ほ
ど
そ

の
額
は
高
く
な
り
ま
す
．
そ
れ

は
、
食
料
確
保
の
農
地
を
備
え

て
お
く
こ
と
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
そ
の
土
地
が
ス
イ
ス
の
領

土
で
あ
る
た
め
に
は
ス
イ
ス
人

が
住
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
か
ら
と
い
い

ま
す
。

　
直
接
支
払
制
度
が
そ
う
し
た

13年度の集落の共同取り組みから（抜粋）表3

意
識
形
成
を
都
市
部
で
暮
ら
す

人
々
に
ま
で
押
し
広
げ
て
い
け

る
か
ど
う
か
、
今
後
の
取
り
組

み
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。

共同活動等 集　落 取組内容

1．都市交流

田沢

菅刈

福島

・八王子市・世田谷区との自然

体験・農作業体験交流
・農産物等の産直販売

・イベント交流　　　　など

2．郷土芸能伝習
犬伏

孟地

・伊澤和紙の復活
・郷土芸能（犬伏太鼓）の伝習

3．農産物活用促進
儀明

室野

・そば園の造成

・子供たちへの田舎体験活動

・新しい作物の栽培

4．自然保護

蓬平

海老

苧島

・荒廃田のビオトープ活動

・天然記念物（浮島）保護

・ホタルの川整備

5．農業機械の共同
　購入・共同利用

田野倉

莇平

下山

・青刈稲の共同乾燥作業

・農作業機械の共同購入

・農作業施設費の共同負担

6．農業基盤改善

松代

東山

桐山

・農道舗装

・かん水施設整備

・春先の苗代除雪

7．その他

峠
松
代
竹
所
木
和 田原

・除雪用ブルトーザ格納庫

・屋外アート保護活動

●ブルドーザー購入負担金
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〈
中
学
校
東
頸
城
郡
大
会
〉

陸
上
競
技
（
6
月
5
日
上
越
市

営
陸
上
競
技
場
）

　
【
男
子
】
◆
1
年
1
0
0
㌶

⑥
秋
山
広
志
◆
共
通
1
0
0
㌶

⑤
斉
木
重
樹
⑥
鈴
木
康
彦
◆
共

通
2
0
0
癖
②
鈴
木
康
彦
⑤
斉

木
重
樹
◆
共
通
4
0
0
㌶
⑤
小

堺
貴
也
⑥
齋
藤
裕
太
⑦
鈴
木
寛

也
◆
共
通
8
0
0
材
①
佐
藤
佑

介
⑧
柳
悠
太
◆
1
年
1
5
0
0

麿
②
関
谷
綾
③
小
堺
雄
太
◆
共

通
1
5
0
0
癖
②
五
十
嵐
太
博

④
小
堺
里
志
⑥
佐
藤
佑
介
◆
共

通
3
0
0
0
㌶
②
五
十
嵐
太
博

③
小
堺
里
志
◆
1
年
4
0
0
材

リ
レ
ー
⑥
小
堺
貴
也
、
関
谷
綾
、

秋
山
広
志
、
萬
羽
智
雄
◆
共
通

走
高
跳
⑤
柳
太
志
⑦
布
施
洋
季

◆
共
通
砲
丸
投
⑦
市
川
陽
介
◆

三
種
競
技
B
④
若
井
光
男

【
女
子
】
◆
1
年
1
0
0
材
⑥

寺
崎
恵
美
◆
共
通
1
0
0
癖
⑤

鈴
木
静
◆
共
通
2
0
0
㌶
④
鈴

木
静
◆
1
年
8
0
0
㌶
②
柳
真

奈
美
③
石
田
沙
織
◆
共
通
8
0

0
材
①
小
嶋
ち
え
み
⑥
樋
口
友

佳
子
◆
共
通
1
5
0
0
㌶
③
樋

口
友
佳
子
◆
共
通
1
0
0
材
ハ
ー

ド
ル
①
樋
口
沙
織
③
鈴
木
彩
⑤

佐
藤
愛
◆
J
4
0
0
材
リ
レ
ー

⑤
石
田
沙
織
、
牧
田
美
香
、
小

堺
真
央
、
市
川
め
ぐ
み
◆
共
通

4
0
0
㌶
リ
レ
ー
①
樋
口
沙
織
、

鈴
木
静
、
斉
木
智
美
、
小
嶋
ち

え
み
◆
共
通
走
高
跳
③
長
谷
川

由
佳
④
山
賀
陽
子
⑥
市
川
め
ぐ

み
⑦
柳
美
穂
◆
共
通
走
幅
跳
①

樋
口
沙
織
④
斉
木
智
美
⑤
柳
鮎

美バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
6
月
1
8
・
1
9

日
牧
中
体
育
館
）

　
　
　
　
3
位
松
代
中
学
校

＊
上
越
地
区
大
会
出
場

野
球
（
6
月
1
8
・
1
9
日
大
島

中
グ
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
3
位
松
代
中
学
校

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

第
2
7
回
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
6
月
9
日
松
代
中
体
育
館
）

①
松
之
山
チ
ー
ム
②
グ
リ
フ
ィ

ン
ド
ー
ル
チ
ー
ム
③
ち
ょ
き
ん

ぎ
ょ
チ
ー
ム
④
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
ガ
ッ
ツ
チ
ー
ム

第
6
回
ほ
く
ほ
く
戦
沿
線
市
町

村
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
6

月
1
6
日
町
総
合
体
育
館
・
松
代

中
体
育
館
）

①
十
目
町
ク
ラ
ブ
②
三
和
ソ
レ

イ
ユ
③
牧
愛
好
会
④
く
び
き

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

第
2
6
回
春
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
6
月
1
6
日
町
民
グ
ラ
ン

ド
）①
高
校
生
P
P
M
②
ホ
ッ
プ
ス

③
太
平
友
の
会
④
鶏
足
山

〈
空
　
手
〉

第
1
8
回
新
潟
県
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会
（
6
月
1
6
日
五

泉
市
総
合
会
館
）

【
小
学
生
】
◆
3
年
女
子
形
①

松
澤
佳
奈
⑥
横
尾
悠
理
◆
3
年

男
子
形
⑥
村
山
雄
也
◆
4
年
男

子
形
⑧
関
谷
友
明
◆
5
年
男
子

形
④
高
澤
慎
太
郎
⑧
市
川
銀
次

◆
5
年
男
子
組
手
⑤
相
沢
祐
樹

＊
松
澤
佳
奈
さ
ん
は
、
8
月
4

　
日
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る

　
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
に
出
場

るぎ
祭

　
　
育

な
体

　
　
校

み
高

　
　
代

気
松

』’

溶

　6月20日、恒例の松代高校体育祭が行なわれました。生徒も

先生も一緒になりカの限りゴールを目指します。爽やかな初夏

の一日です。
㊤
．

一桝
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●
　誌70・芋騎痴菊ざ………

　
「
草
い
き
れ
の
す
る
あ

ぜ
道
．
夜
陰
の
た
ん
ぼ

を
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
」
。

な
つ
か
し
く
、
ふ
る
さ

と
松
代
町
の
こ
の
季
節

を
一
言
で
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
る
言
葉
で
、

東
京
松
代
会
会
長
の
牧

田
嘉
正
さ
ん
は
、
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
東
京
松
代
会
が
企
画
し
た
「
第

1
回
ふ
る
さ
と
体
験
ツ
ア
ー
」
。

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
存
分
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
6
月
2
2
日
、
2
3

日
の
2
目
問
、
松
代
町
松
和
荘

に
お
い
て
会
員
と
そ
の
子
や
孫

53

人
が
、
ホ
タ
ル
観
賞
や
そ
ば

打
ち
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
．

　
「
都
会
育
ち
の
子
供
た
ち
は
、

自
然
と
親
し
む
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
企

画
を
と
お
し
て
、
ふ
る
さ
と
を

知
り
、
世
代
間
の
交
流
も
は
か

れ
れ
ば
」
と
牧
田
さ
ん
は
こ
の

企
画
の
き
っ
か
け
を
話
し
ま
し

た
。
　
田
ん
ぼ
の
昆
虫
を
見
つ
け
て
、

畦
道
を
走
る
子
供
た
ち
．
自
分

た
ち
で
つ
い
た
餅
や
打
っ
た
お

そ
ば
の
お
い
し
い
味
。
た
く
さ

ん
の
ホ
タ
ル
に
興
奮
し
て
な
か

な
か
眠
れ
な
か
っ
た
夜
。
ど
れ

も
松
代
を
印
象
づ
け
る
体
験
で
、

ふ
る
さ
と
を
楽
し
み
ま
し
た
．

　
こ
の
企
画
は
、
今
後
東
京
松

代
会
の
行
事
と
し
て
様
々
に
計

画
す
る
予
定
で
、
ふ
る
さ
と
を

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
．

低
会

「
こ
こ
が
わ
た
し
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
だ
よ
」

　
東
京
松
代
会
第
一
回
ふ
る
さ
と
体
験
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
“
ホ
タ
ル
観
賞
と
ふ
る
さ
と
体
験
”

華
護
釜
錘
嚢
擁
叢
馨
垂
嚢
萎
藁
藝
釜
藝
器
蒙
藝
薙
嚢
馨
肇
叢
萎
藁
蓑
器
叢
聾
錘
錘
萎
叢
馨
盤
護
馨
髪
護
萎
嚢
馨
盤
嚢
◎

　
　襲

　
　
墜
、

華
嚢
馨
婁
嚢
嚢
錘
羅
燕
護
馨
錘
塞
萎
姦
擁
擁
薯
鋒
棄
蓑
盤
藁
萎
擁
嚢
釜
叢
馨
馨
叢
轟髄臆鰹灘

騨
．懲濫監豊愚旦類雌螺團圏目

「
ふ
る
さ
と
体
験
ツ
ア
ー
」

　
子
供
た
ち
か
ら
の
お
便
り

　
わ
た
し
は
き
ょ
う
、
よ
つ
ば

の
ク
ロ
ー
バ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
ま

し
た
．
楽
し
か
っ
た
で
す
．

（
や
ま
ぎ
し
は
る
か
　
7
才
）

　
き
ょ
う
は
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。
か
え
る
も
い
っ
ぱ
い
い

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
も
一
回
だ
け

見
た
時
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

は
、
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。
「
あ

あ
、
ホ
タ
ル
…
ひ
さ
し
ぶ
り
だ

な
ー
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
昼
の
お
も
ち
は
、
す
っ
ご
く

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

た
べ
た
い
で
す
．
手
作
り
だ
か

ら
お
い
し
い
で
す
ね
。

　
　
（
山
岸
　
由
香
　
9
才
）

　
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
タ
ル

が
り
の
説
明
で
、
ホ
タ
ル
の
む

ね
は
目
の
下
に
あ
る
こ
と
や
、

オ
ス
や
メ
ス
を
み
わ
け
る
こ
と

な
ど
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
の
光
る
と
こ
ろ
は
、
黄

色
じ
ゃ
な
く
て
、
緑
だ
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
坂
田
　
涼
　
1
1
才
）

　
ホ
タ
ル
を
見
た
の
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
小
さ
い
カ
エ
ル
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
行

き
た
い
で
す
．

　
　
（
矢
澤
　
要
平
　
9
才
）

　
ホ
タ
ル
が
チ
カ
チ
カ
光
っ
て

き
れ
い
で
し
た
。
ホ
タ
ル
は
二

種
類
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

行
き
た
い
で
す
．

　
　
（
矢
澤
　
大
将
　
1
0
才
）

　
ぼ
く
は
、
ホ
タ
ル
を
採
ろ
う

と
し
た
ら
ど
っ
か
に
に
げ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
い
っ
ぱ
い
い

て
よ
う
ふ
く
に
く
っ
つ
い
て
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
タ

ル
は
き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
行

き
た
い
で
す
．

　
（
大
し
ま
り
ょ
う
　
9
才
）
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松
代
の
自
然

ウ
グ
イ
ス
の
巣
と
卵

　
平
成
十
四
年
の
春
は
雪
消
え

が
異
常
に
早
い
た
め
に
、
す
べ

て
の
手
順
が
狂
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
山
菜
も
早
く
出
て
、
早
く
終

わ
る
始
末
で
5
月
中
旬
で
す
で

に
ゼ
ン
マ
イ
も
ウ
ド
も
終
わ
っ

て
し
ま
い
、
ワ
ラ
ビ
と
タ
ケ
ノ

コ
の
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
六
日
に
私
の
家
の
近
く
で
、

福
島
で
は
一
番
高
い
山
に
タ
ケ

タ
　
　
／

　　　　　　　づニむ
．㈱髪女1評のr松代の自然、が松代町観光協会の才ン

〆　　　　　　　　ネットホームページでご覧いただけます。

　　　　　　　　　http＝／／www．echigo－matsudai．com／sailiki

’駕f
獄

ノ
コ
採
り
に
登
り
ま
し
た
．

　
最
盛
期
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
遅
れ
て
芽

生
え
た
も
の
が
、
か
な
り
の
収

穫
を
期
待
で
き
る
ほ
ど
生
え
て

い
て
、
夢
中
で
笹
薮
を
漕
ぎ
回
っ

て
い
ま
し
た
ら
、
足
元
に
赤
い

大
粒
の
木
の
実
の
よ
う
な
も
の

が
二
つ
三
つ
落
ち
て
、
皮
が
破

れ
て
中
身
の
汁
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
頃
こ
ん
な
果
実
の

な
る
木
は
心
当
た
り
が
な
い
し
、

頭
上
を
見
上
げ
て
も
こ
ん
な
も

蓑
…
難
譲
蕪
馨
　
の
の
落
ち
る

・
・
麟

木
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
．

　
不
審
に

思
っ
て
そ
の

果
実
と
思
っ

た
も
の
を
手

に
取
ろ
う
と

し
ま
し
た
ら

も
ろ
く
て
潰

れ
そ
う
で
す
．

　
な
ん
と
卵

だ
っ
た
の
で

す
．
こ
れ
は

ウ
グ
イ
ス
の

卵
ら
し
い
と

思
い
、
辺
り

を
見
回
し
ま

し
た
ら
ア
リ
マ
シ
タ
。
枯
れ
た

笹
の
落
ち
葉
を
集
め
て
組
ん
だ

粗
末
に
見
え
る
ウ
グ
イ
ス
の
巣

が
笹
薮
の
中
に
落
ち
て
い
ま
し

た
．
と
い
う
こ
と
は
夢
中
で
藪

こ
ざ
き
し
て
い
た
私
が
気
付
か

ず
に
、
こ
の
巣
を
払
い
落
と
し

て
し
ま
っ
た
犯
人
だ
っ
た
の
で

す
．
　
ウ
グ
イ
ス
に
済
ま
な
い
こ
と

を
し
た
と
悔
や
み
ま
し
た
が
も

う
後
の
祭
り
。

　
仕
方
な
く
丁
寧
に
巣
と
卵
の

形
を
残
し
た
も
の
を
持
ち
帰
り
、

撮
影
し
た
の
が
こ
の
写
真
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ウ
グ
イ
ス
は
笹

薮
の
中
に
笹
の
葉
を
利
用
し
て

巣
を
組
む
よ
う
に
し
て
造
り
ま

す
が
、
そ
の
巣
を
ホ
ト
ト
ギ
ス

が
発
見
し
て
、
卵
を
全
部
外
に

出
し
て
捨
て
、
自
分
の
卵
を
産

み
付
け
て
か
え
っ
た
雛
は
ウ
グ

イ
ス
に
育
て
さ
せ
る
、
と
い
う

こ
と
を
す
る
習
性
は
万
葉
の
昔

か
ら
知
ら
れ
、
歌
に
ま
で
詠
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
辺
の

ウ
グ
イ
ス
の
繁
殖
密
度
は
濃
く

て
、
あ
ち
こ
ち
で
鳴
き
交
わ
し

て
い
ま
す
．

　
　
　
　
（
文
⊥
局
橋
八
十
八
）
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厳鵬嬢膨職““皿朧臓麟晒搬醐織遡髄贈朧織麟鞭織…鵬鱒凝…鱒醜職騨鵬搬猫鰍鵬髄鱒朧臓…麟嬢圃魍蹴…贈郷剛臓麟蘭鐡薦鎚螂襯搬麟＿幽蹴麓職騒臓鐵剛臓顔臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京だより

　　碧婁懸霧東露　潔購蕊惣業業鴛農◆◆
ハ
ゼ
釣
大
会

日
時
　
9
月
2
2
日

　
　
　
　
　
　
（
日
）
お
楽
し
み
に
！

屋
形
船
の
お
座
敷
よ
り
竿
を
出
し
ま
す
。

お
座
敷
に
は
ハ
ゼ
、
キ
ス
の
て
ん
ぷ
ら
が
出
ま
す
。

お
座
敷
で
の
カ
ラ
オ
ケ
、
お
座
敷
小
唄
が
出
ま
す
。

ビ
ー
ル
、
お
酒
も
お
座
敷
に
出
ま
す
。

女
性
軍
の
優
勝
者
も
お
座
敷
に
出
ま
す
。

お
子
様
連
れ
で
あ
な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
会
長
関
谷
孝
蹴
0
4
8
9
－
4
3
－
7
3
7
6

◆
観
劇
会
　
十
月
歌
舞
伎
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
け
ん
か
め
や
ま
ぼ
こ

演
目
　
通
し
狂
書
　
霊
験
亀
山
鉾

出
演
　
片
岡
仁
左
衛
門
ほ
か
（
国
立
劇
場
）

日
時
　
｝
0
月
6
日
（
目
）
把
時
開
演
　
5
6
0
0
円

申
し
込
み
〆
切
り
　
8
月
2
0
目
（
火
）
　
世
話
人
　
市
川
昭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
0
3
－
3
9
9
9
－
3
0
0
1

◆
故
郷
訪
問
と
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
見
学
の
旅

　
東
京
奴
奈
川
会
で
は
標
記
の
旅
行
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

9
月
7
目
（
土
）
～
8
目
（
目
）

粕
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

奴
奈
川
小
学
校
で
の
よ
い
祭
り
に
参
加

松
之
山
温
泉
　
凌
雲
閣

男
性
1
7
0
0
0
円
　
女
性
1
5
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宿
泊
・
バ
ス
代
含
む
）

　
　
ご
希
望
の
方
で
、
ま
だ
お
申
し
込
み
し
て
い
な
い
方

　
　
は
石
野
士
罵
0
4
8
－
8
3
2
－
7
2
8
8
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一できごと一㎜㎜脚別匿

親
子
懸
霧
粥
著
ツ
を

と
灘
綾
鞭
遜
麗
覇
う

鋳
羅
回
耀

　
　
　
　
　
　
　
暫
②
回

　
完
全
学
校
週
5
目
制
に
と
も

な
い
、
親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
6
月
2
2

目
、
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
、
町
内
の
親

子
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
が
参
加

し
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し

め
る
種
目
の
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

な
ど
3
種
目
が
行
わ
れ
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
こ

の
企
画
。
来
年
以
降
も
多
彩
な

競
技
種
目
を
増
や
し
、
実
施
さ

れ
ま
す
．

瞭
《
朦
《
⑳
暴
で

松
代
申
学
校
⑳
生
篠
と

　
　
　
　
　
　
　
選
勲
会

　
6
月
21
目
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」
に

お
い
て
運
動
会
が
行
わ
れ
、
ホ
ー

ム
の
お
年
寄
り
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
紅
白
に
分
か
れ
て
、
百
足
競

争
や
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
の
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
松
代
中
学
校

二
年
生
の
生
徒
が
、
ほ
く
ほ
く

の
里
を
訪
問
し
、
お
年
寄
り
た

ち
を
介
助
し
な
が
ら
運
動
会
に

加
わ
り
ま
し
た
．

　
松
代
中
学
校
で
は
、
今
年
度

か
ら
実
施
に
な
っ
た
、
『
総
合
的

な
学
習
の
時
間
』
の
一
環
と
し

て
、
「
地
域
を
学
ぶ
、
地
域
で
学

ぶ
、
地
域
か
ら
学
ぶ
」
を
基
本

に
各
学
年
ご
と
に
目
標
を
定
め

て
、
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
今
回
訪
れ
た
二
年
生
の
テ
ー

マ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
と
お
し

て
の
〈
共
生
を
考
え
る
〉
で
す
わ

多
様
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、

自
分
達
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
社

会
性
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
．

　
こ
の
日
生
徒
た
ち
は
、
ほ
く

ほ
く
の
里
の
職
員
か
ら
介
助
の

仕
方
を
教
わ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
お
年
寄
り
た
ち
の
手
を
引
い

た
り
、
車
椅
子
を
押
し
た
り
し

な
が
ら
優
し
く
声
を
か
け
て
、

一
緒
に
運
動
会
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

瓢
護
羨
謬

≡
…
≡
…
≡
｝
≡
≡
一
一
≡
≡
…
一
≡
一
一
≡
…
一
一
一
一
…
一
≡
一
≡
≡
一
≡
…
一
≡
…
…
≡
≡
一
…
≡
一
≡
≡
≡
一
一
…
≡
≡
…
≡
一
≡
一
≡
≡
一
≡
…
一
一
…
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
…
…
≡
一
一
一
一
…
一
≡
≡
…
…
一
…
一
≡
≡
一
一
＝
≡
一
一
一
≡
≡
≡
…
≡
一
…
≡
一
…

翰㈹観ヤレン§》スク。ル

　　　　遥自・

　集団生活をとおして、自らを

律しながら、友だちとどもに協

調することにより、豊かな社会

性を学んでもらおうと、今年も

町内の小学校から40人の児童が

参加して、6月27日から3目間

松和荘において実施されました。

雛

空き缶拾いボランティア

ちゃんと宿題もやってます

騒
験
圏
嬰
翻
鑓

螺
羅
響
爾
盤
轟
響

　　　ぬ2
繊代郎松

　
松
代
町
松
寿
大
学
の
「
以
ろ

利
」
第
2
2
号
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
松
寿
大
学
の
学
生

お
よ
び
東
京
松
代
会
会
員
の
皆

さ
ん
が
寄
稿
し
、
六
十
編
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
行
に
あ

た
り
学
長
の
美
濃
和
英
さ
ん
は

「
今
回
い
た
だ
い
た
原
稿
も
、
み

な
苦
労
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
、

一
編
一
編
読
む
に
つ
け
、
時
に

は
う
な
ず
か
せ
、
感
動
さ
せ
、

あ
る
文
は
過
ぎ
去
っ
た
過
去
を

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
内
容
豊
か

な
名
文
揃
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
．
こ
の
「
以
ろ
利
」

は
、
公
民
館
で
一
冊
1
3
0
0

円
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
．
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あ
な
だ
の
善
意
を
　
．

　
　
　
あ
り
が
と
う

美
し
い
緑
の
た
め
に

　
　
緑
の
羽
根
募
金

こ
の
春
行
わ
れ
た
「
緑
の
羽

根
募
金
」
に
、
た
く
さ
ん
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
．
こ
の
募
金
は
美
し
い
緑
の

国
土
を
築
く
た
め
に
新
潟
県
緑

化
推
進
委
員
会
が
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
．
今
年
も
、
小

中
学
校
な
ら
び
に
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
総
額
2
1
5
、
3
3

7
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
こ

の
募
金
は
緑
化
事
業
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。金を手渡す松代小の児童田課長山

あ
な
た
は
、
受
け
ま
し
た
か
？
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
受
け
て
い
な
い
人
の
た
め
に
、

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
れ
者
検
診
を
実
施
し
ま
す

胸
部
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．

結
核
予
防
法
で
は
「
1
9
歳
以
上
の
方
は
毎
年
度
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
4
月
以
降
、

ま
だ
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
必
ず
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
人
で
、
ま
だ
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
受
診
を
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
．

な
お
、
妊
娠
し
て
い
る
方
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
住
民
課
ま

で
．◎検診日程

月臼 時　　間 会　　場 対　象　集落

午前9：30～ JA十日町
寺田・名平・蒲生・儀明

10：00 山平支店

松代・小荒戸・太平・菅

8
刈・田沢・小屋丸・池之

午前10：30～ 畑・下山・千年・池尻・
月 松代町役場

12：00 会沢・清水・桐山・蓬平・

1 東山・海老・田野倉・仙

臼 納・莇平

㈲
午後1：30～ 犬伏・孟地・片桐山・滝

孟地小学校
2：00 沢・中子・苧島

午後2：30～ 室野克雪管 福島・奈良立・室野・竹

3：00 理センター 所・峠・木和田原

松代病院だより

寄昆鞍寵旙《胞㊥に四・琶：

d
一名字と名

松代病院は、患者様の安全を最優先に医療を行っています。

　医療行為は・おひとりおひとりが異なる方法で行われるため、間違って他人の医療行為が行わ

れた場合、患者の皆様の安全が損なわれることがあります。

　人まちがいを防ぐために松代病院では、下記により、より安全な医療を目指

しますのでご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾λ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　曽

①患者様を病院職員は、名字に続いて名前もお呼びします。

②医療行為（診察・検査・投薬・指導など）を受けるとき、お呼びしましたら

　患者様’も「わたしは、○○・△△です」と名字と名前でお答えください．

③生年月日や電話番号などで確認させていただくこともあります．

④お顔による確認のため、患者様の顔写真を撮らせていただくこどもあります．
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日時＝7月27目（土）・28日（日）

場所：十目町市　クロス・テン

催事内容：家具、革製品、金属製1

　　　　　　　　　　や　品、木彫製品、その他多数　　1

問い合わせ：新潟刑務所企画部門1

　　　　　　　　　　や　　　　（TELO25－286－5626）　　1

　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　◎

職種二助産師、看護師

受験資格二・昭和48年4月2日以1
　　　　　　　　　　◎　降に生まれた人．・それぞれの1

　職種に必要な免許を取得また1
　　　　　　　　　　や　は平成15年に行われる国家試1
　験により取得見込みの人。　　1

　
短
　
歌

か
き
つ
ば
た
本
格
的
に
活
け
む

と
て
老
眼
鏡
か
け
葉
組
み
整
ふ

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

春
惜
し
み
忘
れ
な
草
の
咲
き
盛

り
風
の
ま
に
ま
に
甘
き
香
ゆ
ら

す
笠
原
ト
ミ

日
に
一
度
写
経
綴
る
を
日
課
と

す
離
職
後
の
わ
が
戒
め
と
し
て

音
沙
汰
の
な
か
り
し
佐
渡
の
息

子
よ
り
い
か
飯
届
く
今
日
は
父

の
日
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

軒
下
の
鉄
線
咲
き
て
宙
に
舞
ふ

そ
の
蔓
先
の
微
風
は
ね
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
し
ぶ
み
俳
句
会

緑
陰
に
出
て
緑
陰
に
憩
ふ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

手
毬
花
月
の
光
を
集
め
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

一
水
に
丸
太
渡
せ
し
夏
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

家
中
の
戸
を
開
け
放
ち
大
昼
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

更
衣
母
の
想
ひ
出
桐
箪
笥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

鎌
刃
跡
く
ぼ
む
砥
石
や
草
い
き

れ
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

十
薬
の
一
雨
毎
に
香
気
増
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

家
五
軒
万
緑
深
き
中
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

緑
濃
く
な
り
ゆ
く
中
の
う
す
み

ど
り
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　　　　　　　　　　1た青若け大受験案内二受験秦内は7月中旬かiり葉井梅
　ら県庁病院局総務課や県立病1　木武
　　　　　　　　　　1　菟徳　院で配布します・　　　　　　1　　う氏

第1次考査日：9月29日（日）　　1　ゐ初
　　　　（考査会場・県庁嵯寅吉
問い合わせ：募集人数等詳しくは、1　　山

　　　　病院局総務課職員係1龍ど
　　　　　　　　　　◎　　の　　　　（TELO25－280－5554）　i峰あ

昼
酒
や
喜
雨
を
肴
に
農

大
梅
雨
が
瞬
時
に
我
を

　
蒲
生
句
会

ど
こ
ま
で
も
ガ
ラ
ス
を

が
え
る

遠
き
日
の
蛍
火
深
く
身

り黒
揚
羽
書
架
を
一
瞥
し

りバ
ス
を
待
つ
頚
城
平
野

秋椀
の
葉
垂
れ
て
重
た
き

か
な
大
蛙
で
ん
と
構
え
し
喉

折叩耕休鐡仏月梅朴は耕て翔に山登
　き　日　　　雨　麦　去　棲　る
人つ人　堂　日入雪の山れ山め路雨

ふるさと定住促進報奨金制度のお知らせ
事業の区分 単　　位 金　額 申　請　者　の　要　件　等 担当課名

新規就労者報奨金

夫婦1組につき200，000円 ・学卒者等又は、転入者であって在町
者となり1年を経過した者で民問企業

並びに自営業に就労する者、ただし、

引き続き松代町に定住しようとする者．

・申請時に、満40歳未満であること．

・町長が特にふるさと定住者と認めた者。

企画振興課単身者1名につき 100，000円

学卒者1名につき 200，000円

結　婚　祝　金 1組につき 50，000円

・在町者であって婚姻届けを出した

者、ただし婚姻後も定住しようとす
る者。

住民課

出生祝金
第1子・2子 1子につき 50，000円

・在町者夫婦間の出生児
第3子以上 1子につき 70，000円

　大地の芸術祭HOTニュース
町内の各地区でワークショップが開かれます。

①村木　薫「土壁再生プロジェクト」

　　　　7月18日松代町中町、富澤邸
②塩沢宏信「胸で翼のレリーフを作る」

　　　　7月26日孟地小学校
　詳しくはホームページで！
　http：／／www．echigo－tsumari．jp／

松寿大学創立15周年記念作品展

会場：ふるさと会館2階ホール

期間：8月14日伽～17日（土）

開館時間：午前9時～午後5時

出展作品：松寿大学生が各専門講座で制作

　　　し、また学習した作品です．

（欝騰，囎濡讐他）

人ロの動き
男　　2，088人　　（＋3人）

女2，208人（＋9人）
計4，296人（＋12人）
世帯数　1，485世帯（5世帯）

出生　1人　　死亡　1人
転入　14人　　転出　2人

　　（14年6月末日現在）

圓
圏
⇔
團
回

　
（
6
月
1
日
～
6
月
3
0
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

中
村
　
寧
久
漣
・
哲
・
美
穂
さ
ん

　
　
　
（
松
代
・
た
つ
え
や
）

7・4



町の行事予定（7・8月）
蓼糠せ『

22（月）

連続テレビ小説「さくら」のテーマ曲でおなじみ

　　　　須川展也さんなどの指導による！
23（火） 乳児健診総合センター13：30～
大暑 雀＠回

●
一▼
▼
　
●

、、　　曇 …　　■圏

24（水） 小中学校終業式
小学校水泳大会

欄鷺郷欝’欄漁卜’空．＿鱗＾冴．ハ　　　　　　1騨　　　．欄・難鞭

　：8月13目（火）（一15日（木）

議
｝

堕
…
　
　
．

25休）

26囲
大地の芸術祭ワークショップ孟地小学校
中学校新潟県総合体育大会（27日まで）

心配ごと相談デイサービスセンター9：00～

　ξ、㌔澤　鴇．欝　購鐸　　・，瀞

　　　（松代町清水）

各6名鍵難欝 ビデオ上映会松代町図書館14100～

期日

会場：松代町生涯学習センター

募集人員：フルート、クラリネット、サクソフォン、トランペッ

　　　　　ト、トロンボーン、ホルン、テユーバ、マリンバ・パー

　　　　　カッション　　　　　（サクソフォンは11名）

須川展也さんによるサクソフォン特別レッスンもあります。

受講料：一般35，000円、中高生30，000円

　　　　　　　　　　　　　　　　（宿泊、食事、講習料込み）

問い合わせ及び申し込み：松代ミュージックキャンプ実行委員会

　　　　　　　　　事務局㈲ワカイ測量内　若井（TEL7－2561）

『『繋松代町消防団連合演習　町民グランド13：00～

　中学校上越地区吹奏楽コンクール

29（月） わくわくチャレンジクラブ森の観察会

　　　　　　　　　　（問）生涯学習課
30（火） 三種混合予防接種総合センター13：30～

31休）

亀／休） 胸部レントゲン検査モレ者検診　集落巡回
早稲田ユニラブ体験（2日まで） 　　講師と受講生によるファイナルコンサート

目時：8月14目伽午後6時30分開演

会場：松代町生涯学習センター

入場料：一般2，000円（高校生以下無料）

チケット：ふるさと会館内常春または実行委員会事務局

2囲
世田谷区民祭り

幼児歯科検診総合体育館13二〇〇～

心配ごと相談デイザービスセンター9：00～

雛鱒

ミ
嚢
蝿
－
W

難
灘
腰
難
…

第5回新潟県消防大会（五泉市総合会館）
．3・れあいスポーツの日

5（月）

帯日町地域広域事務組合（消防圭）職員募集のお知らせ

●募集人数：上級または初級で1人

●受験資格：◇昭和52年4月2日以降に生まれた者◇身体強健で大

　　　　　　型自動車運転免許取得可能な者◇十日町市、川西町

　　　　　　津南町、中里村、松代町、松之山町居住可能な者

　◇上級＝学校教育法による大学卒業者（来春卒業見込者を含む）

　◇初級＝学校教育法による高等学校卒業者（来春卒業見込者、

　　　　　短期大学など上位の学校卒業者又は在学者を含む）

●試験方法：◇第1次試験8月25日◇第2次試験9月目時未定
●受験申込：7月1日（月）から7月31目伽までに十日町地域消防本

　　　　　　部総務課に必要書類（申込書・最終卒業学校の成績

　　　　　　証明書・卒業見込証明書など）を提出してください

●申請書請求・問い合わせは：十日町地域消防本部総務課（TEL

　O257－57－1556）もしくは最寄の分遣所まで

　　　　　　　自衛官募集のお知らせ

6（火） 幼児歯科検診総合体育館13：00～

7（水） わくわくチャレンジクラブ川登りほか

　　　　　　　　　　（問）生涯学習課

8休）
緑の少年団交流会
立秋

9囲
わくわくチャレンジクラブほくほく線運転所見学

　　　　　　　　　　（問）生涯学習課
ほくほくの里納涼会　心配ごと相談デイザービスセンター

欝園
まちづくり松代塾「圏域市町村を知ろう」

　　　　　　　　　　（問）生涯学習課
1懸…麟

12（月） 心配ごと相談デイザービスセンター9＝00～

13（火） ミュージックキャンプ生涯学習センター（15日まで）

14（水）

松寿大学創立15周年記念作品展ふるさと会館

　　　　　　　　9＝00～17：00（17日まで）
ミュージックキャンプファイナルコンザート18二30～

15休） 終戦記念日

16囲

翻㈱
「愛は地球を救う」キャンペーン街頭募金ふるさと会館前

　　　　　　　　　　　14＝00～18二〇〇
「愛は地球を救う」キャンペーン街頭募金ふるさと会館前

　　　　　　　　　　　10二〇〇～18＝00
募集種目 応募資格 受付期間 試験目

19（月）
一一般曹候補学生

（陸・海・空）

18歳以上
24歳未満

8月5目～
9月6日

9月16日帽）

20（火） 三種混合予防接種総合センター13＝30～ 曹候補士
（陸・海・空）

18歳以上
27歳未満

8月5日～
9月6目

9月16目（月）

航空学生
（海・空）

18歳以上
21歳未満

8月5日～
9月6目

9月21日（±／

煮≡
　▼　　■

今回紹介させていただいた松寿大学の「以ろ利第
22号」。読ませていただくといつも感銘を受けます。

巻頭の言葉で美濃和学長は「言葉の文章でなく、心
で書かれた素晴しい玉稿」と評しています。経験か
、／ツ暫由　一血が⊥、倉チコ1／　↓“1四　十冒

2等陸・海・空士
18歳以上
27歳未満

高田募集事務所まで
お問い合わせください．

　　連続テレビ小説「さくら」のテーマ曲でおなじみ

　　　　　須川展也さんなどの指導による！

翻騨瓢．難．1、．鵜ゼー．騨1椰欝騨轡．．、．、●、轟、・圭藷…■1，

期日：8月13目吹）～15日（木）

会場：松代町生涯学習センター（松代町清水）

募集人員：フルート、クラリネット、サクソフォン、トランペッ

　　　　　ト、トロンボーン、ホルン、テユーバ、マリンバ・パー

　　　　　カッション各6名（サクソフォンは11名）

須川展也さんによるサクソフォン特別レッスンもあります。

受講料：一般35，000円、中高生30，000円

　　　　　　　　　　　　　　　（宿泊、食事、講習料込み）

問い合わせ及び申し込み：松代ミュージックキャンプ実行委員会

　　　　　　　　　事務局㈲ワカイ測量内　若井（TEL7－2561）

　　講師と受講生によるファイナルコンサート

目時：8月14目（掬午後6時30分開演

会場：松代町生涯学習センター

入場料：一般2，000円（高校生以下無料）

チケット：ふるさと会館内常春または実行委員会事務局

帯日町地域広域事務組合（消防圭）職員募集のお知らせ

●募集人数：上級または初級で1人

●受験資格：◇昭和52年4月2日以降に生まれた者◇身体強健で大

　　　　　型自動車運転免許取得可能な者◇十日町市、川西町、

　　　　　津南町、中里村、松代町、松之山町居住可能な者

　◇上級＝学校教育法による大学卒業者（来春卒業見込者を含む）

　◇初級＝学校教育法による高等学校卒業者（来春卒業見込者、

　　　　短期大学など上位の学校卒業者又は在学者を含む）

●試験方法：◇第1次試験8月25日◇第2次試験9月目時未定
●受験申込：7月1日（月）から7月31目（水）までに十日町地域消防本

　　　　　部総務課に必要書類（申込書・最終卒業学校の成績

　　　　　証明書・卒業見込証明書など）を提出してください．

●申請書請求・問い合わせは：十日町地域消防本部総務課（TEL

　O257－57－1556）もしくは最寄の分遣所まで

　　　　　ラ

今回紹介させていただいた松寿大学の「以ろ利第
22号」。読ませていただくといつも感銘を受けます。

巻頭の言葉で美濃和学長は「言葉の文章でなく、心
で書かれた素晴しい玉稿」と評しています。経験か
らくる真実の言葉。だから気を引くのだと思いまし
た。原稿を書くものとしてとても勉強になる書物で

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　鐙

自衛官募集のお知らせ

志願票請求・問い合わせは、防衛庁新潟地方連絡部

　　　　　　　　　　高田募集事務所（TELO255－23－5519）まで
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　　　　第20回

東頸城郡美術展覧会
　　入賞作品から

池田　勝則さん（田野倉）

　　　（雅号＝池田翠雪）

詩”

（奨励賞）

‘‘漢

　
簾
落
ち
と
い
う
身
の
丈
ほ
ど
の
書
紙

に
、
息
を
凝
ら
し
緊
張
を
高
め
て
、
八

十
の
漢
字
を
一
気
に
書
き
つ
づ
る
。
一

文
字
ゴ
を
こ
の
日
の
た
め
に
、
日
頃
何

度
も
練
習
を
重
ね
ま
す
．

　
池
田
さ
ん
は
、
今
回
の
出
展
は
4
回

目
。
初
め
て
の
入
賞
で
す
．

　
池
田
さ
ん
が
書
道
を
始
め
た
の
は
六

年
前
の
こ
と
。
書
の
上
手
か
っ
た
お
父

さ
ん
の
善
次
郎
さ
ん
が
、
病
気
で
手
が

自
由
に
な
ら
な
く
な
り
、
「
せ
め
て
、
の

し
紙
く
ら
い
は
自
分
で
書
か
な
く
て
は
」

と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
仕
事
を
終
え
た
、
あ
る

夜
に
書
い
た
そ
う
で
す
．
「
時
間
が
あ
っ

て
体
調
の
い
い
と
き
よ
り
、
疲
れ
て
い
る

と
き
の
方
が
納
得
い
く
字
が
書
け
る
と

き
が
あ
る
ん
で
す
」
と
週
に
二
日
か
ら

三
目
筆
を
持
ち
ま
す
。
文
字
の
流
れ
、
字

間
、
紙
面
の
バ
ラ
ン
ス
、
一
つ
の
乱
れ
が

す
べ
て
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
す
べ
て
を
書
き
上
げ
る
約
三
十
分
も

の
間
、
『
戸
惑
い
や
焦
り
…
…
』
心
の
迷

い
に
打
ち
勝
ち
無
心
に
な
り
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
の
善
次
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
四
年
。
今
回
の
受
賞
で
、
お
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
の
字
に
追
い
つ
き
ま

続
新
亀
・
麦
働
帆
を
儒
総
涛
多
魑
吻
國
気
蓬
寺
為
・
菩

そ
藍
蔽
食
瓢
郎
サ
稀
縁
参
行
、
鵯
垣
蹄
嶺
薦
霧
賓
鯵
叢

恥
采
巖
か
庵
働
方
鮪
窪
ぜ
柔
欠
兼
で
稼
を
凶
衣
押
舞
藤
．
鳥

で
・
購
田
刻
剤
丈
籠
の
妾
食
て
や
舷
唐
め
該
5
、
￥
，
壕
汐
．

し
た
か
と
聞
く
と
「
い

い
え
、
ま
だ
ま
だ
で

す
」
と
謙
虚
に
答
え

ま
す
。
お
父
さ
ん
の

善
次
郎
さ
ん
は
、
池

田
さ
ん
の
永
遠
の
一

つ
の
お
手
本
な
の
で

す
．

團囹團圖圏匿お

松
代
で
す
ご
し
て
い
る
の
が
楽
し
い
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
平
　
百
合
さ
ん

　
奥
平
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
現
代
ア
ー

ト
を
学
び
、
平
成
1
2
年
に
大
地
の
芸
術

祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
こ
へ

び
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
芸
術
祭
に

参
加
し
、
川
西
町
に
あ
る
「
光
の
館
」

の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
「
第
二

回
大
地
の
芸
術
祭
」
に
む
け
て
、
松
代

町
で
行
な
わ
れ
て
い
る
様
々
な
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
加
わ
り
な
が
ら
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
「
松
代
の
環
境
と
、
こ
の
自
然
を
題
材

に
し
た
作
品
と
の
組
み
合
わ
せ
は
他
に

は
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
」
と
松

代
町
の
感
想
を
話
し
ま
す
。

　
「
松
代
に
は
大
き
な
魅
力
が
あ
り
、
入

り
込
ん
で
知
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
」
と
松
代
を
知
る
た
め
に
あ
ち
こ

ち
へ
足
を
運
ぶ
奥
平
さ
ん
。
町
内
の
い

ろ
ん
な
人
と
交
わ
り
な
が
ら
、
仲
間
入

り
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
松
代
の
魅
力
を
詰
め
て
、
自
分
の
空

間
を
創
り
、
そ
こ
に
人
が
集
ま
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
自
分
の
空
間

と
し
て
の
カ
フ
ェ
創
り
に
夢
を
膨
ら
ま

せ
、
「
カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
旅
人
も
、
松
代

フ
ァ
ン
に
な
る
よ
う
に
、
松
代
の
魅
力

を
お
伝
え
で
き
る
場
所
に
し
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
現
代
ア
ー
ト
が
広
く
社
会
に
理
解
さ

れ
つ
つ
あ
る
今
日
で
、
作
品
を
目
指
し

て
町
に
訪
れ
る
芸
術
家
や
学
生
た
ち
と

町
と
の
よ
い
橋
渡
し
役
を
し
て
く
れ
そ

う
で
す
。

、
』

3月に開催されたほくほく駅祭り　1

で一日駅長を務めました　　　　　1

村木薫さんの「土壁再生プロジェクト」

に加わり土壁塗りをする奥平さん
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